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水素等の重要性

出典：第24回産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ資料［2024年9月6日］

⚫ 2050年カーボンニュートラルに向けて、水素等（アンモニア、合成メタン、合成燃料含む）は様々な用途で活用が期待
される原燃料として注目

⚫ 特に、代替技術が少なく転換が困難な、鉄鋼・化学等の、いわゆるhard to abate（CO2排出削減困難）産業や、モビ
リティ分野、サプライチェーン組成に資する発電等での活用が期待される
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水素社会の実現に向けた取組

出典：資源エネルギー庁Webサイト 日本のエネルギー 2023年度版「エネルギーの今を知る10の質問」

⚫ 水素の大量供給、国際的な水素取引も見据えたサプライチェーン構築、燃料電池自動車や家庭用燃料電池の導入をはじ
め様々な分野における利活用を推進
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水素エネルギーキャリア

出典：SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）「エネルギーキャリア」資料

⚫ エネルギーキャリアとは、気体のままでは貯蔵や長距離の輸送の効率が低い水素を、液体にしたり水素化合物にして効
率的に貯蔵・運搬する方法

⚫ 水素キャリアは、化学的な特性や既存インフラ等の活用可否により、用途等の棲み分けも長期的に行われると予想され
るため、現時点でキャリアを絞り込まず各々の技術的課題の克服等を支援

⚫ キャリアの評価に当たっては、水素化、脱水素化のコストに加えて、輸送（国際輸送）、配送（国内配送）のコストな
ども加味し、総合的に評価することが重要

キャリア 液化水素 MCH アンモニア 

体積
(対常圧水素)

約1/800 約1/500 約1/1300

液体となる
条件毒性

-253℃・常圧
毒性無

常温常圧
トルエンは毒性有

-33℃・常圧等
毒性、腐食性有

直接利用の可否
N.A.

(化学特性変化無) 
現状不可

可
（石炭火力混焼等）

高純度化のため
の追加設備

不要 必要（脱水素時）

特性変化等の
エネルギーロス

現在:25-35%
将来:18%

現在:35-40%
将来:25%

水素化:7-18%
脱水素:20%以下

既存インフラ
活用、活用可否

不可
（要新設） 

可
（ケミカルタンカー等）

可
（ケミカルタンカー等） 

技術的課題等
大型海上輸送技術

（大型液化器、運搬船
等）の開発が必要

エネルギーロスの
更なる削減が必要

直接利用先拡大のための
技術開発、脱水素設備の

技術開発が必要

CO2 フリー水素バリューチェーンの構築 各水素キャリアの特性・技術的課題等
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水素社会推進法の概要
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水素等のサプライチェーン構築支援制度

出典：第24回産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ資料［2024年9月6日］

⚫ カーボンニュートラルに向けては、再エネ等の電気に加え熱需要の脱炭素化のため水素等が必要。国内外での水素等供
給体制の構築に向け、化石原燃料との価格差に着目した支援を実施

⚫ 当面の間、国内の水素等製造は小規模かつ輸入水素よりも高いが、安価な余剰再エネを用いれば、調整力として更なる
再エネ導入拡大に資する面もあるため、エネルギー安全保障の観点から、将来的に十分な価格低減と競争力を有する見
込みのある国内事業を最大限支援する

⚫ 加えて、鉄、化学、モビリティといった転換困難な分野・用途への拡がりを考えれば、国内で製造可能な水素等の供給
量では賄えない需要が将来的に想定される。既に権益獲得競争が各国で起こり始めていることも踏まえれば、国産技術
等を活用して製造され、かつ大量に供給が可能な水素等の輸入についても支援する必要がある
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拠点整備支援制度

出典：第24回産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会エネルギー構造転換分野ワーキンググループ資料［2024年9月6日］

⚫ 拠点整備支援は、大規模な利用ニーズの創出と効率的なサプライチェーン構築の実現に資する、水素等の大規模な利用
拡大につながり、様々な事業者に広く裨益する設備に対して重点的に支援

⚫ 「低炭素水素等を、荷揚げ後の受入基地から需要家が実際に利用する地点まで輸送するにあたって必要な設備であって、
民間事業者が複数の利用事業者と共同して使用するもの（共用パイプライン、共用タンク等）」に係る整備費の一部を
支援

※具体的な範囲は今後調整
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水素等供給基盤整備事業（FS事業）の採択結果等

出典：第14回水素・アンモニア政策小委員会資料［2024年6月7日］

⚫ 令和6年度予算事業にて、水素等の供給基盤構築の実現可能性調査（FS）への支援を実施

⚫ 4月10日から5月10日まで事務局のエネルギー供給構造高度化コンソーシアム（CROS）より1次公募を実施。10件を採
択し、5月31日に採択結果を公表

⚫ 6月28日から12月27日まで2次公募を実施中
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姫路地区グリーン水素の大規模輸送・利活用に向けた調査

出典：各社報道発表資料

⚫ 大規模で低コストかつ低炭素な水素輸送を確立するため、鉄道や通信用管路といった既存インフラを活用した水素輸送
方法等に関する調査、技術開発を行う

⚫ 調査は「輸送方法」「利活用先」「法規制」の3項目に分けて実施（NEDO助成事業）

【各参画企業の役割】
関西電力(株)：水素供給管理システムの検討・モデル構築等、西日本旅客鉄道(株)：線路敷パイプラインおよび水素利活用の検討等、
日本貨物鉄道(株)：鉄道による全国への水素輸送の検討等、NTTアノードエナジー(株)：通信管路を活用した水素パイプラインの構築における法規制調査等、
パナソニック(株)：水素を使った自社製燃料電池の活用の検討等、日本電信電話(株)：通信管路を活用した水素パイプラインの構築における需要調査等
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堺・泉北地域におけるアンモニア供給拠点整備の事業性調査

出典：各社報道発表資料

⚫ 水素等の大規模な利用ニーズ創出と経済的・効率的かつ自立的発展が可能なサプライチェーンの構築を図ることを目的
に、事業者が水素等の供給基盤構築の実現可否の判断に必要な情報の整理及び分析を行う（水素等供給基盤整備事業）

【参画企業】
三井物産(株)、三井化学(株)、(株)IHI
3社は本事業を通じて、大阪堺・泉北地域におけるアンモニア供給拠点事業の構築を目指すことに加え、
関西・瀬戸内エリアを含めた広域需要地へのアンモニアサプライチェーンを構築し、関西・瀬戸内広域
経済圏の脱炭素化に寄与する事業の実現に向けて取り組む
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水素利活用促進プロジェクト

出典：NEDO Webサイト

⚫ 脱炭素燃料である水素は、カーボンニュートラル（CN）達成に必要不可欠なエネルギー源

⚫ 大阪・関西万博等を契機に水素の社会実装を加速するため、関西地域に所在する水素分野におけるリーディングカンパ
ニーの高いポテンシャルを活かし、自治体や関係機関等と連携して、中小企業の水素分野への新規参入をはじめ、多様
な主体による水素利活用を促進

企業
GI基金事業実証
プロジェクト名

研究開発項目、採択テーマ

岩谷産業(株)
大規模水素サプラチェー
ンの構築

国際水素サプライチェーン技術の確立及び液化水素関
連機器の評価基盤の整備
「液化水素サプライチェーンの商用化実証」

川崎重工(株)
大規模水素サプラチェー
ンの構築

国際水素サプライチェーン技術の確立及び液化水素関
連機器の評価基盤の整備
「水素液化機向け大型高効率機器の開発」

関西電力(株)
大規模水素サプラチェー
ンの構築

水素発電技術（混焼、専焼）を実現するための技術の
確立
「既設火力発電所を活用した水素混焼/専焼発電実証」

日立造船(株)
再エネ等由来の電力を活
用した水電解による水素
製造

水電解装置の大型化技術等の開発、Power-to-X 大規
模実証
「カーボンニュートラル実現へ向けた大規模P2Gシス
テムによるエネルギー需要転換・利用技術開発」

大阪ガス(株)
CO₂等を用いた燃料製造
技術開発

合成メタン製造に係る革新的技術開発
「SOEC メタネーション技術革新事業」

三井化学(株)
CO2等を用いたプラス
チック原料製造技術開発

ナフサ分解炉の高度化技術の開発
「アンモニア燃料のナフサ分解炉実用化」

姫路港 神戸港
大阪港

阪南港

堺泉北港

敦賀港

東播磨港

姫路港

姫路エリアを起点とした水
素輸送・利活用等に関する
調査・検討
［関西電力、JR西日本、JR
貨物、NTT、NTTアノード
エナジー、パナソニック］

堺泉北港

水素・アンモニアサプラ
イチェーン構築に向けた
共同検討
［三井物産、三井化学、
IHI、関西電力］

グリーン水素を活用した
国産e-メタンの大規模製
造に関する共同検討
［大阪ガス、ENEOS］

敦賀港

浮体式貯蔵再ガス化
設備（FSRU）を用い
た水素・アンモニア
サプライチェーン構
築事業化調査
［福井県、北陸電力、
三井物産］

水素・アンモニアに関する関西企業の取組 水素・アンモニア拠点整備に向けた関西の取組

出典：各社報道発表資料
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水素利活用促進プロジェクト（令和6年度）
⚫ 多様な主体による水素利活用を促進するため、企業、自治体、研究機関等のステークホルダーと協力し、水素関連市場
の拡大に向けた取組を中心に進める

⚫ 2030年時点の関西における水素需要量50万トンを目指し、水素需要の拡大に資する水素関連プロジェクト30件の創出
等を支援する

情報発信・
取材アレンジ

①将来的な水素の産業利用をテーマとして、水素サ
プライヤー企業等から具体的な水素の利活用シー
ンやアプリケーション等に関する最新情報・先進
事例を紹介するセミナー等を開催

②関西地域における水素利活用の機運醸成を目的と
して、自動車メーカー等と連携した水素エネル
ギーへの理解を促進するイベントの開催や、暮ら
しに身近な水素の利活用事例等を紹介

③各種支援制度（Go-Tech、事業再構築補助金、も
のづくり補助金等）の活用による水素関連技術の
研究開発や水素アプリケーションの利活用促進等
を支援

■ 関係者間の交流促進イベント

企業価値の
向上・普及
啓発促進へ

■ 拠点整備に向けた支援

低炭素水素等の供給及び利用の促進に資する拠点整
備に向けて、自治体伴走支援や国施策等の情報提供
を実施。
【イメージ】
①自治体伴走支援

自治体のニーズ・取組状況に沿った支援を実施
②情報提供

取組事例の情報収集を行い、各自治体・企業に
沿った情報提供を実施

※経済産業省が検討している「価格差に着目
した支援制度」、「拠点整備支援制度」等
の活用を目指す取組を支援

企業

自治体

協力・協働

伴走支援

情報提供

■ 既参入企業の取組・成功事例等の紹介

水素産業に既に参入している38社の技術・サービス
や導入事例・実績、事業計画等を紹介する「関西に
おける水素関連企業データ集」を整備し公開。
2025大阪・関西万博等を見据えた英語版を新たに作
成し、掲載企業の海外展開のきっかけを創出。

水素関連産業のビジネスマッチングおよび関係者間
の交流促進等を目的とした「関西水素産業交流ラウ
ンジ」を引き続き開催。
これまでの参加企業へのヒアリングや前年度に実施
した「水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調
査」の結果等を踏まえ、分野やテーマを絞った効果
的なマッチングや関係者間の交流を更に促すための
イベント等を実施。

■ メディアを通じたPR

水素関連の取組を検討する事業者等に、水素の利活用
シーンやCO2排出削減メリット等を発信

市場参入促進 裾野拡大 拠点整備

■ 水素産業の普及啓発 
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関西水素産業交流ラウンジ
⚫ 水素産業への既参入企業が多く、関連技術や市場ポテンシャルが高いと言われる関西の地域特性を活かし、同産業での

先進的な取組やそれらに係る課題・ニーズの紹介等を通じ、各企業等が今後求める協業パートナーとのマッチングや関
係者間の交流等を促進するとともに、関西地域における同産業の市場拡大に向けた機運の醸成を図る

開催日 第1回［2023年10月26日］ 第2回［2024年2月22日］

開催場所 サラヤメディカルトレーニングセンター QUINTBRIDGE（クイントブリッジ）

登壇者
(株)島津製作所、(株)神戸工業試験場、大阪大学、大阪府、兵庫県、
日本エア・リキード合同会社、アルマテック

阪神機器(株)、ヤマト・H2Energy Japan(株)、神戸大学、京都府、
川重冷熱工業(株)、日立造船(株)、パナソニック(株)

参加者 大企業、中堅・中小企業、支援機関、大学・研究機関、自治体、金融機関、商社 等

プログラム
• 既参入企業、研究機関等からのプレゼンテーション及びニーズ提示（技術課題の解決、協業パートナー募集等）
• 行政機関等からの最新動向・情報等の提供
• 参加者同士の交流の場の提供（名刺交換会等） 等
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関西における水素関連企業データ集
⚫ 関西に拠点を持ち、既に水素分野に参入している企業の概要や、保有する技術・サービスの強み等を紹介する「関西に

おける水素関連企業データ集」を作成・公表

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/hydrogen_data/index.html
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セミナー「ドイツにおける水素ビジネスの動向について」
⚫ これから海外展開（特に欧州・ドイツ）を検討する関西地域に所在する企業や水素産業支援に携わる関係者を対象に、

日・欧の水素産業に精通しているJETROベルリン事務所から、欧州全体および水素の利活用が進むドイツの水素ビジネ
ス動向について解説
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JリーグFC大阪との連携イベント「アップサイクルデー」
⚫ 近畿経済産業局は、東大阪市をホームタウンとするプロサッカークラブFC大阪と、カーボンニュートラルを推進する公

民連携プラットフォーム（一社）OSAKAゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション（OZCaF）とコラボ
レーションし、令和5年10月15日（日）に、FC大阪のホームゲーム（明治安田生命J3リーグ第31節 vs FC岐阜戦）に
併せて、脱炭素、アップサイクルに取り組む様々な魅力的な関西企業等がワークショップや製品PRのブースを出展する
「アップサイクルデー」を開催
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TV番組とのタイアップによる情報発信
⚫ サンテレビ「あんてなサン」（2023年7月2日(日)22時～）番組内の「サンテレビガールズと考えるSDGｓ ～カーボン
ニュートラルって何？～ 」に伊吹局長が出演し、5月にオープンした日本初のタクシー会社との連携による水素ステー
ション「エア・リキードMK神戸空港前水素ステーション」を紹介
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（参考）FCラジコンイベント
⚫ 未来を担う子どもに、環境の大切さ・もの作りの楽しさを知ってもらうため、水素と酸素の化学反応で電気をつくり、

それを動力にして走る燃料電池車「MIRAI」と同じ構成で造られたFCラジコン（トヨタ自動車が製作したオリジナル
品）の仕組みを学び操縦できるイベントを、(株)トヨタレンタリース大阪が開催

出典：(株)トヨタレンタリース大阪Webサイト
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（参考）水素ガス調理とLPガス調理の食べ比べ試食会
⚫ (株)H2&DX（東京都千代田区）が東京都内に開業した世界初の水素焼レストラン「icHi」では、燃やしても二酸化炭素
が発生しない環境に優しい水素ガス燃料で食材を調理。食材を焼いても燃料の匂いが付かず、また、空気中の酸素との
結び付きにより水蒸気が発生するため、焼き上がりがしっとりするといった水素ガスの利点を活かした料理を提供

⚫ これらを体験する関西初の場として、(株)泉産業（京都府八幡市）が試食会を開催

環境に良くて美味しいならいい！ ～水素調理の世界観～
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（参考）大阪・関西万博で水素サプライチェーンを実装
⚫ NTTアノードエナジー(株)とパナソニック(株)は、2025年大阪・関西万博において、NTT パビリオン内で生成したグ
リーン水素を、地中通信用管路を活用したパイプライン輸送によりパナソニックグループパビリオンへ供給し、この水
素を基に純水素型燃料電池で発電した電力を同パビリオンで利用

出典：NTTグループWebサイト



20

（参考）大阪・関西万博で水素燃料電池船を旅客運航
⚫ 岩谷産業(株)は、2025年に開催される大阪・関西万博に協賛し、中之島ゲートから大阪・関西万博の会場となる夢洲を

つなぐ航路で、国内初となる水素燃料電池船の旅客運航を行う

⚫ 今回の水素燃料電池船は、従来の内燃機関船と違い、走行時にCO2や環境負荷物質を排出しない高い環境性能を有する
だけでなく、におい、騒音、振動のない優れた快適性を実現

サイズ 全長30m × 全幅8m 

総トン数 約120トン 

定員 150名

船速 10ノット（およそ時速20km）

出典：岩谷産業(株)Webサイト
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf

背景

◼我が国では2017年に世界で初めてとなる水素の国家戦略「水素
基本戦略」を策定し、今年度6年ぶりに水素産業戦略と水素保
安戦略を盛り込んだ内容に改定された

◼この6年の間に、2020年10月に表明された2050年カーボン
ニュートラル宣言や2022年ロシアのウクライナ侵攻など、世界
のエネルギー事情が大きく変わってきており、水素はカーボン
ニュートラル実現やエネルギー供給のために必要不可欠なキー
テクノロジーとして位置付けられ世界的に注目されている

◼現在水素関連産業のリーディングカンパニーである国内の大手
企業は、水素の商用化を見据えた実証事業等を通じてサプライ
チェーンの構築を進めている

◼こうした中、水素サプライチェーンの構築及び強靱化を実現す
るにあたっては部素材の供給源である中堅・中小企業の水素関
連産業への新規参入を増やし、国内においても水素関連産業の
裾野を広げていく必要がある

◼しかしながら、水素関連産業に参入している中堅・中小企業は
他産業と比較して少ないのが現状である

 左記の要因として、法規制、インフラの未整備、市場規模が
小さい等、ビジネス面及び保安面からの様々な事項が重なり、
中堅・中小企業の水素関連産業への新規参入が困難または見
送りとなっていると推測する

 そこで本事業では、

➢ 水素関連産業の実態をビジネスと保安の観点から把握し、

➢ 水素関連産業参入済みの中堅・中小企業をモデルに参入プ
ロセスを整理するとともに、

➢ 参入時における阻害要因の整理や参入支援アプローチまで
を提示する

目的

調査の背景と目的
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf
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水素関連産業への新規参入に係る参入障壁調査

URL：https://www.kansai.meti.go.jp/5-1shiene/smart_energy_initiative/data/2023hydrogen_data.pdf



ご清聴ありがとうございました

【お問合せ先】

近畿経済産業局 カーボンニュートラル推進室

06-6966-6055
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